


　当ＪＡは2月22日、ＪＡ本所で「資産管理セミナー」
を開きました。組合員など84人が参加し、相続税の基
礎や節税対策をはじめ、2020年からの税制改正に伴
う公的年金等控除などについて学びました。

　ＮＰＯ法人「夢こどもの翼」と当ＪＡは2月23日、上田
市常磐城の西部公民館で「第23回ＷＩＮＧ ＳＣＨＯＯＬ Ｎ
ＡＧＡＮＯ×上田を食べよう」を開催。小・中学生とそ
の保護者約30人が参加し、英語教室と豚汁作りを行
いました。食材は全て同市産で、参加者は4グループ
に分かれて調理し、昼食には作った豚汁を全員で味
わいました。
　

　当ＪＡの農畜産物直売所「マルシェ国分」の出荷者
でつくる国分直売所利用組合は2月22日、ＪＡ農産物
流通センターで「栽培講習会～春夏野菜の栽培ポイ
ント～」を開きました。同直売所会員53人が参加し、
土壌改良の大切さやトマト、ハクサイなど20品目の春
夏野菜の栽培方法などを学び、今年の栽培への意欲
を高めました。



　
Ｊ
Ａ
東
部
地
区
事
業
部
は
2
月
14
日
、東
御
市
鞍
掛
の
と
う
み

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で「
う
ん
ま
い
お
こ
わ
の
ふ
か
し
方
」と
題
し

た
料
理
教
室
を
開
き
ま
し
た
。16
人
が
参
加
し
、Ｊ
Ａ
生
活
活
動
サ

ポ
ー
タ
ー
を
講
師
に
、炊
飯
器
で
は
な
く
、蒸
し
器
を
使
っ
た
二
通

り
の「
お
こ
わ
」の
ふ
か
し
方
を
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、も
ち
米
を
火
に
か
け
て
水
を
吸
わ
せ
て
か
ら
蒸
す

「
五
目
お
こ
わ
」と
、少
量
の
酒
、砂
糖
、塩
を
混
ぜ
た
水「
し
と
」を

途
中
で
吸
わ
せ
て
蒸
し
上
げ
る「
甘
い
お
こ
わ（
甘
納
豆
入
り
）」の

2
種
類
を
作
り
ま
し
た
。料
理
教
室
は
毎
月
開
い
て
お
り「
新
し
い

メ
ニ
ュ
ー
や
伝
統
的
な
料
理
も
学
べ
て
楽
し
い
」と
好
評
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
よ
だ
く
ぼ
南
部
支
会
は

2
月
7
日
、
長
門
町
民
セ
ン
タ
ー
で

2
0
1
9
年
度「
フ
レ
ミ
ズ
カ
レ
ッ
ジ
」の

最
終
講
座
と
閉
校
式
を
開
き
ま
し
た
。同

カ
レ
ッ
ジ
は
昨
年
5
月
、年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
基
づ
い
て
受
講
で
き
る
学
校
形
式
で

新
た
に
開
校
。全
8
回
の
講
座
に
、第
1
期

生
12
人
が
学
び
ま
し
た
。こ
の
日
の
最
終

講
座
は
、癒
し
効
果
の
あ
る
香
り
を
普
段

の
生
活
に
も
取
り
入
れ
て
も
ら
お
う
と

「
ア
ロ
マ
講
座
」を
開
き
ま
し
た
。

　
閉
校
式
で
荻
野
久
子
支
会
長
は「
フ
レ

ミ
ズ
カ
レ
ッ
ジ
で
の
絆
を
大
切
に
、笑
顔
を

忘
れ
ず
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。今
年
度
は「
食
」に
関
す
る
講

座
を
中
心
に
開
講
す
る
予
定
で
す
。

　
上
田
市
殿
城
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
ロ
ー
マ
ン
う
え
だ
」を
拠
点
に
活
動
す
る

「『
安
心
』の
地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」実
行

委
員
会
は
、地
域
住
民
が
医
療
や
介
護
制

度
、認
知
症
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

を
毎
年
開
い
て
い
ま
す
。今
年
で
20
年
目

を
迎
え
、1
〜
3
月
、全
6
回
コ
ー
ス
で
開

い
た
セ
ミ
ナ
ー
に
は
豊
殿
、神
科
地
区
の

住
民
を
中
心
に
延
べ
約
2
0
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、同
セ
ミ
ナ
ー
の
歴
史
を
学
ん

だ
後
、「
高
齢
化
社
会
と
社
会
保
障
の
行

方
」「
認
知
症
に
な
っ
て
も
希
望
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
社
会
」な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
義

を
聴
き
、グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
地
域
の

課
題
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
塩
田
地
区
事
業
部
は
、組
合
員
や
地

域
住
民
の「
安
全
で
豊
か
な
暮
ら
し
や
健
康

づ
く
り
」を
応
援
し
よ
う
と「
い
き
い
き
ス
ク

ー
ル
塩
田
教
室
」を
開
い
て
い
ま
す
。2
月
21

日
に
は
、聞
こ
え
の
不
安
や
疑
問
の
解
消
を

目
的
に
、モ
ル
テ
ィ
し
お
だ
で「
聞
こ
え
の
健

康
セ
ミ
ナ
ー（
塩
田
教
室
）」を
開
き
13
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、当
Ｊ
Ａ
取
引
業
者
の
フ
ジ

医
療
器
と
Ｇ
Ｎ
ヒ
ア
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
の
講
師

か
ら
、年
齢
と
聴
力
の
関
係
や
、耳
の
し
く
み

な
ど
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
後
、聴
力
測
定

や
聞
こ
え
に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は「
初
め
て
聞
く
こ
と
も
多
く
勉
強

に
な
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
真
田
支
会
は
2
月
7
日
、上

田
市
古
里
の
川
東
セ
レ
モ
ニ
ー
虹
の
ホ
ー
ル

で
総
役
員
会
を
開
き
ま
し
た
。役
員
と
グ
ル

ー
プ
長
22
人
が
参
加
し
、1
年
間
の
反
省
と

次
年
度
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。会
議
後
は
、虹
の
ホ
ー
ル
が
Ｊ
Ａ
女
性

部
向
け
に
企
画
し
て
い
る「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
講
習
と
会
席
料
理
の
食
事
会
」を

行
い
、親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
同
支
会
は
2
0
1
7
年
か
ら
毎
年
、同
ホ

ー
ル
で
総
役
員
会
を
開
い
て
い
ま
す
。フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
と
会
席
料
理
は
、同
ホ
ー
ル
取

引
先
の
生
花
店
と
料
理
店
が
講
師
や
調
理
を

担
当
す
る
た
め「
本
格
的
な
ア
レ
ン
ジ
と
料

理
が
楽
し
め
る
」と
好
評
で
す
。　

　
Ｊ
Ａ
丸
子
営
農
セ
ン
タ
ー
は
2
月
7
、8

日
、同
セ
ン
タ
ー
で
予
約
注
文
を
受
け
た
水

稲
用
や
野
菜
用
の
春
肥
の「
自
己
取
り
」を
行

い
ま
し
た
。自
己
取
り
は
、店
舗
価
格
よ
り
安

く
設
定
し
て
あ
る
予
約
価
格
か
ら
、さ
ら
に

値
引
き
特
典
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は

3
1
0
件
の
予
約
が
あ
り
、約
6
割
の
農
家

が
自
己
取
り
を
選
択
。2
日
間
で
1
8
7
人

が
引
き
取
り
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、兼
業
農
家
も
利
用
し
や

す
い
よ
う
2
日
間
の
う
ち
の
1
日
を
土
曜
日

に
設
定
。注
文
を
受
け
た
肥
料
の
積
み
込
み

も
、Ｊ
Ａ
職
員
が
行
う
た
め「
車
に
乗
っ
た
ま

ま
で
も
受
け
取
れ
る
。価
格
も
安
く
て
助
か

る
」と
好
評
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
西
部
地
区
事
業
部
は
2
月
26
日
と

27
日
の
2
回
、道
の
駅
あ
お
き
内
の
ふ
る

さ
と
体
験
館
で
み
そ
仕
込
み
を
行
い
ま
し

た
。組
合
員
や
地
域
住
民
を
対
象
に「
手

作
り
み
そ
を
一
緒
に
造
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
募
集
し
、12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
自
宅
で
煮
た
大
豆
を
持
ち
寄

り
、Ｊ
Ａ
取
扱
商
品
の「
塩
切
り
米
麹
」を

混
ぜ
て
か
ら
専
用
の
機
械
で
つ
ぶ
し
、み
そ

玉
を
作
っ
て
容
器
に
仕
込
む
作
業
を
協
力

し
て
行
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
参
加
者
は「
早
く
食
べ
て
み

た
い
」「
み
そ
汁
を
子
ど
も
と
一
緒
に
味
わ

い
た
い
」と
出
来
上
が
り
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。み
そ
は
各
家
庭
で
熟
成
さ

せ
10
月
ご
ろ
に
完
成
し
ま
す
。
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令和2年度新
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新
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唐
沢
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司
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販

売

部

市
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課
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販
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販

課

長
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販

売

部

直

販

課

長

代
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唐
沢

　大
輔

信
用
部
推
進
課
調
査
役

上
田
東
地
区
事
業
部

信

用

課

調

査

役

古
川

　光
恵

農
産
物
流
通
セ
ン
タ
ー
長
代
理

城
下

　正
樹

よ
だ
く
ぼ
南
部
地
区
事
業
部

営

農

課

長

代

理

よ
だ
く
ぼ
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
長
代
理

種
菌
セ
ン
タ
ー
長

共
済
部
普
及
課
長

共

済

部

次

長

査

定

課

長

牧
野

　晴
夫

共
済
部
普
及
課
長
代
理

共
済
部
普
及
課
長

信
用
部
推
進
課
長
代
理

横
澤

　淳
一

新

　任

氏

　名

旧

　任

総

務

企

画

部

く
ら
し
の
相
談
課
長

組
合
員
広
報
課
長
代
理

総

務

企

画

部

組
合
員
広
報
課
長
代
理

く
ら
し
の
相
談
課
係
長

唐
澤 

久
美
子

東
部
地
区
事
業
部

営

農

課

長

代

理

東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
長
代
理

東
部
地
区
事
業
部

営

農

課

係

長

東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
係
長

柳
沢

　智
昭

東
部
地
区
事
業
部

共

済

課

長

代

理

東
御
支
所
和
店
長
代
理

長
島

　貴
也

新

　任

氏

　名

旧

　任

中
村

　
　泉

上
田
東
地
区
事
業
部
次
長

生

活

課

長

総

務

課

長

上
田
東
支
所
神
科
店
長

小
林

　直
史

東
部
地
区
事
業
部

信

用

課

考

査

役

東
御
支
所
田
中
店
長
代
理

東
部
地
区
事
業
部

信

用

課

考

査

役

片
岡

　康
二

西
部
地
区
事
業
部
次
長

青

木

支

所

長

青
木
村
役
場
派
出
所
長

青

木

支

所

長

青
木
村
役
場
派
出
所
長

大
久
保 

裕
幸

西
部
地
区
事
業
部

信

用

課

長

代

理

信
用
部
推
進
課
長
代
理

佐
藤

　文
啓

西
部
地
区
事
業
部

共

済

課

長

信

用

課

長

代

理

上
田
西
支
所
川
辺
店
長

城

下

店

長

小
山

　祐
一

上
田
西
支
所
川
辺
店
長

城

下

店

長

西
部
地
区
事
業
部

共

済

課

長

中
沢

　元
秀

真
田
地
区
事
業
部
次
長

共

済

課

長

信

用

課

長

代

理

真
田
支
所
本
原
店
長

傍

陽

店

長

真
田
地
区
事
業
部
次
長

共

済

課

長

大
塚

　昌
幸

真
田
地
区
事
業
部
次
長

生

活

課

長

総

務

課

長

真
田
地
区
事
業
部
次
長

総

務

課

長

山
岸

　浩
一

真
田
営
農
セ
ン
タ
ー
長
代
理

真
田
支
所
長
店
長

真
田
地
区
事
業
部

総

務

課

長

代

理

神
田

　清
美

真
田
支
所
長
店
長

真
田
地
区
事
業
部

総

務

課

長

代

理

真
田
地
区
事
業
部

信

用

課

長

代

理

融

資

課

長

代

理

宮
坂

　
　享

上
田
東
地
区
事
業
部

信

用

課

長

融

資

課

長

共

済

課

長

代

理

上
田
東
地
区
事
業
部

共

済

課

長

上
田
東
地
区
事
業
部

信

用

課

調

査

役

中
川

　清
高

農
産
物
流
通
セ
ン
タ
ー
調
査
役

上
田
東
地
区
事
業
部

共

済

課

長

信

用

課

長

代

理

滝
沢

　
　勉

上
田
東
地
区
事
業
部

共

済

課

調

査

役

西
部
地
区
事
業
部

営

農

課

長

西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
長

高
橋

　一 

茂

東

部

地

区

事

業

部

営

農

課

長

代

理

東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
長
代
理

上
田
東
支
所
神
科
店
長

小
島

　孝
之

上
田
東
地
区
事
業
部

融

資

課

長

信

用

課

長

新

　任

氏

　名

地
区
事
業
部
／
支
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／
店
／
セ
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長

瀬

店

長

塩
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店

長
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所
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店
長

石
黒
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久

よ
だ
く
ぼ
南
部
地
区
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業
部
次
長

よ
だ
く
ぼ
南
部
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所
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久
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大
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店

長

古
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店

長
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和
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役
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派
出
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よ
だ
く
ぼ
南
部
地
区
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部
次
長

生

活

課

長

総

務

課

長

よ
だ
く
ぼ
南
部
支
所
大
門
店
長

古

町

店

長

竹
内

　明
利

よ
だ
く
ぼ
南
部
地
区
事
業
部
次
長

生

活

課

長

総

務

課

長

武

石

支

所

長

笹
沢

　一
晃

よ
だ
く
ぼ
南
部
地
区
事
業
部

信

用

課

長

融

資

課

長

共

済

課

長

代

理

総

務

企

画

部

総

務

課

長

代

理

竹
内

　博
也

よ
だ
く
ぼ
南
部
地
区
事
業
部

生

活

課

長

代

理

よ
だ
く
ぼ
南
部
支
所
長
久
保
店
長

よ
だ
く
ぼ
南
部
地
区
事
業
部

総

務

課

長

代

理

鈴
木

　孝
一

武

石

支

所

長

よ
だ
く
ぼ
南
部
地
区
事
業
部

信

用

課

長

融

資

課

長

よ
だ
く
ぼ
南
部
支
所

長
和
町
役
場
派
出
所
長

田
中

　
　博

塩
田
地
区
事
業
部

営

農

課

長

代

理

塩
田
営
農
セ
ン
タ
ー
長
代
理

塩
田
地
区
事
業
部

営

農

課

係

長

塩
田
営
農
セ
ン
タ
ー
係
長

藤
森

　浩
明

営
農
販
売
部
次
長

営

農

指

導

課

長

種
菌
セ
ン
タ
ー
長

丸
子
地
区
事
業
部
次
長

丸
子
営
農
セ
ン
タ
ー
長

営

農

課

長

代

理

よ
だ
く
ぼ
南
部
地
区
事
業
部

営

農

課

係

長

よ
だ
く
ぼ
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
係
長

営

農

振

興

部

営
農
企
画
課
長
代
理

営

農

販

売

部

営
農
指
導
課
長
代
理

営

農

販

売

部

営
農
指
導
課
長
代
理

深
井

　大
亮

営

農

振

興

部

営
農
企
画
課
長
代
理

小
林

　正
徳

新

　任

氏

　名

旧

　任

営
農
振
興
部
／
営
農
販
売
部

中
山

　昌
士

丸
子
地
区
事
業
部

営

農

課

長

丸
子
営
農
セ
ン
タ
ー
長
代
理

営

農

販

売

部

営

農

指

導

課

長

掛
川

　正
幸

丸
子
営
農
セ
ン
タ
ー
長

丸
子
地
区
事
業
部

営

農

課

長

代

理

丸
子
地
区
事
業
部

営

農

課

長

丸
子
営
農
セ
ン
タ
ー
長
代
理

清
水

　貞
海

　

丸
子
地
区
事
業
部

総

務

課

長

丸
子
支
所
依
田
店
長

長

瀬

店

長

塩

川

店

長

井
澤

　宮
克

丸
子
支
所
丸
子
店
長

丸
子
地
区
事
業
部

総

務

課

長

清
水

　達
雄

よ
だ
く
ぼ
南
部
地
区
事
業
部

総

務

課

長

代

理

よ
だ
く
ぼ
南
部
支
所
和
田
店
長
代
理

長

久

保

店

長

代

理

よ
だ
く
ぼ
南
部
地
区
事
業
部

総

務

課

長

代

理

よ
だ
く
ぼ
南
部
支
所
長
久
保
店
長
代
理
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定
年
退
職
者（
管
理
職
の
み
）令
和
2
年
3
月
31
日
付

深
町

　健
二
上
田
東
地
区
事
業
部
次
長
、生
活
課
長
、総
務
課
長

西
部
地
区
事
業
部
次
長
、営
農
課
長

西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
長

赤
池

　邦
浩

旧

　任
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1月下旬、肉用牛を飼育する井出さんの牛舎におじゃましました。

今回おじゃましたJA職員
井出さん家のこだわり

上田市武石上本入

　黒毛和牛の繁殖牛を16頭、子牛を14頭、肥育牛を20
頭飼育。

井出さん家の肉用牛編

体験した2人に
感想をききました！

「私は地域の人と協力して、牛たちが健康でストレスなく過ごせるような『自然
な牛飼い』をしたいと思っています。最近はスーパーに行けば海外から輸入さ
れた安い肉がたくさん並んでいますが、やはり消費者の皆さんには国産の安
全な肉を食べてもらい、和牛の本当のおいしさを知ってほしいです。そのため
にも、ＪＡや関係機関と今後も連携を強めていけたらと思っています」

「最初に入った牛舎には母牛がたく
さんいて、大きな瞳で私たちを見
ている顔はとてもかわいかったで
す。実際にエサをあげるのは初め
てで少し緊張しました。お腹の中に
赤ちゃんがいるとのことで、井出さ
んご夫婦に愛情いっぱいに育てら
れた母牛から元気な子牛が生まれ
てくるのを楽しみにしています」

「今までこんなに間近で牛と接す
ることがなかったのでドキドキしま
したが、今回の体験を通して牛一
頭一頭の表情の違いや性格の違
いを知ることができ、かわいいなと
思いました。また、井出さんは牛一
頭一頭に名前を付けているとお聞
きし、驚いたのと同時に牛たちへ
の愛情を感じました」

滝澤さん沖島課長

最後に井出さんにインタビュー 農業への思い

ＪＡ職員が農家を訪問し、農畜産物についての知識を教わり、体感する企画。
JA JA

JA JA

JA職員の 農家訪問記JA職員の 農家訪問記

井出　守雄さん（74歳）

ＪＡ信州うえだ
よだくぼ南部地区事業部
共済課　課長　
沖島　美穂さん

武石支所
滝澤　卓真さん

ＪＡ信州うえだ
よだくぼ南部地区事業部
共済課　課長　
沖島　美穂さん

武石支所
滝澤　卓真さん

　両親が畜産業をしており、自身も動物が好きだったこと
もあって、中学校卒業と同時に就農し両親とともに畜産業
を営む。今までに乳牛や羊、ヤギ、豚、ウサギ、馬など幅広
く飼育してきた。2002年までは乳牛を主に飼育していた
が徐々に肉用牛の飼育も始め、2011年から繁殖牛に子
牛を生ませ、約30カ月育てて出荷する「肉用牛の一貫経
営」に切り替えた。作業は妻の喜久子さんとともに行い、
牛1頭1頭に日々愛情を注いでいる。当ＪＡ畜産部会肉牛
専門部に所属している。

口蹄疫（こうていえき）などの
感染症を防ぐため、施設外の
人が牛舎に入る時はメッシュ
素材の防護服を着用します。
また、牛舎の入り口では全員
が必ず踏み込み式の石灰で
靴裏を消毒します。

感染症の予防
井出さんは4月下旬～12月上旬までの間、繁殖母牛を放牧しています。放牧
することによって作業の省力化につながるだけでなく、足腰が丈夫になるの
でお産の時の負担が減り、ストレスもたまらないので健康で長生きします。

い　で　　　　もりお

　　　喜久子さん（65歳）
き く こ

元気な子を
生んでね！

そんなに
大きく
なるんだ！

JA

JA

JA 外からウイルスを
持ち込まないよう
気をつけよう！

繁殖牛へのエサやり

肥育牛へのエサやり

エサやりは1日2回、朝と夕方行い
ます。与えるエサの種類や量は成
長段階で異なります。母牛である
繁殖牛にはビタミンが豊富な牧草
を中心に与え、牧草だけでは足り
ない栄養を濃厚飼料で補います。
与える牧草は井出さんが栽培した
もので、冬の間は夏に刈り取った牧
草を専用のフィルムで巻いて密封
し、発酵させたものを与えます。発
酵させることで長期保存が可能に
なるだけでなく、発酵で生じる乳酸
や酢酸は牛にとって貴重な栄養素
となります。

井出さんが行う発酵方法を「ロールベー
ルサイレージ」といいます。1個の重さは
なんと約400キロ！

JA

JA

発酵させた牧草は
牛の大好物なんだって！

この子は私が最初に育てた繁殖母牛で、
今年で17歳。16年生きれば長生きと
いわれる牛ですがまだまだ元気いっぱ
いです。今お腹の中に赤ちゃんがいて、
3月頃に生まれる予定なんですよ。

肥育とは、出荷に向けて食肉用に体を大きくすること。エ
サは濃厚飼料を中心に与えますが、栄養価の高い濃厚飼
料だけだと胃もたれを起こしてしまうので、繊維質が多い
稲わらを少し与えて胃の調子を整えてあげます。

肥育期間中にビタミンが豊富な牧草を与え
ると「さし」が入った肉にならないので、ビタ
ミンが少ない稲わらを与えます。稲わらは
地域の稲作農家さんなどから、堆肥と交換
してもらっています。 地域の方と助け合っているん

ですね！ステキです♪

JA

与える稲わらを保管する倉庫には、稲わらが天井までぎっ
しり詰まっています。

出荷時の体重は何キロ？
生まれたての牛の体重は約30キロ。そこから体を丈夫に
するための「育成期間」と体を大きくするための「肥育期
間」を経て、出荷時には体重が800～900キロにもなり
ます。

JA

900ｋｇ！

ちょっと豆知識 



　
日
本
で
普
及
し
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦

後
の
食
糧
難
の
時
代
。闇
市
で
販
売
さ
れ
る
食

糧
が
大
変
高
か
っ
た
た
め
、政
府
が
無
理
に
安

い
価
格
に
統
制
し
た
の
で
す
が
、そ
の
せ
い
で

よ
り一
層
食
糧
が
足
り
な
い
状
況
を
生
み
出
し

て
い
ま
し
た
。ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
野

菜
だ
っ
た
ピ
ー
マ
ン
は
規
制
の
対
象
外
だ
っ
た

た
め
、自
由
に
販
売
が
で
き
ま
し
た
。青
い
ま

ま
収
穫
で
き
る
ピ
ー
マ
ン
は
他
の
果
菜
類
よ
り

大
量
に
収
穫
で
き
る
利
点
も
あ
り
、瞬
く
間
に

日
本
中
に
広
が
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
原
産
地
は
熱
帯
ア
メ
リ
カ
で
す
。15
世
紀
に

コ
ロ
ン
ブ
ス
が
コ
シ
ョ
ウ
と
間
違
え
て
ス
ペ
イ

ン
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。ピ
ー
マ
ン
は
ト
ウ
ガ

ラ
シ
の
仲
間
で
す
。16
世
紀
に
辛
い
ト
ウ
ガ
ラ

シ
が
日
本
に
入
っ
て
い
ま
す
。辛
い
タ
カ
ノ
ツ

メ
や
辛
く
な
い
伏
見
甘
長
唐
辛
子
は
江
戸
時

代
の
初
期
に
出
来
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
パ
プ
リ
カ
や
ト
ウ
ガ
ラ
シ
類（
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、

シ
シ
ト
ウ
、甘
長
な
ど
）の
栽
培
も
準
じ
ま
す
。

　
定
植
の
2
週
間
前
に
苦
土
石
灰
と
堆
肥
を
、

1
週
間
前
に
化
成
肥
料
を
ま
い
て
深
く
耕
し

て
お
き
ま
す
。う
ね
は
幅
60
㎝
、高
さ
は
15
㎝
に

作
り
、マ
ル
チ
を
敷
き
ま
す
。

　
果
菜
類
の
中
で
も
寒
さ
を
嫌
う
部
類
の
野

菜
な
の
で
、気
温
が
上
が
っ
て
か
ら
植
え
付
け

ま
し
ょ
う
。株
間
は
45
㎝
取
り
ま
す
。植
穴
を
掘

っ
た
ら
水
を
た
っ
ぷ
り
注
ぎ
、水
が
引
い
た
ら
植

え
ま
す
。前
日
に
植
穴
に
水
を
や
っ
て
お
く
と

地
温
が
下
が
る
の
を
防
げ
る
の
で
、よ
り
良
い

で
し
ょ
う
。根
鉢
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
、深
植
え

し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
す
。枝
が
弱
い
の

で
仮
支
柱
を
立
て
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　
今
年
は
暖
冬
だ
っ
た
た
め
、虫
の
発
生
が
早

い
と
思
わ
れ
ま
す
。防
虫
ネ
ッ
ト
を
か
け
て
お

く
と
、害
虫
は
も
ち
ろ
ん
、強
風
や
軽
い
霜
の
対

策
に
も
な
る
の
で
お
す
す
め
で
す
。

　
一
番
花
が
咲
い
た
ら
整
枝
を
し
ま
す
。花
の

下
の
脇
芽
を
2
本
残
し
、そ
れ
以
外
は
す
べ
て

摘
み
取
り
、3
本
仕
立
て
に
し
ま
す
。ほ
っ
た
ら

か
し
に
し
て
お
く
と
茎
葉
が
混
ん
で
風
通
し

が
悪
く
な
り
、病
気
に
な
り
や
す
く
な
り
ま

す
。特
に
パ
プ
リ
カ
の
場
合
は
一
番
花
を
実
ら

せ
る
と
株
の
成
長
が
衰
え
、そ
の
後
の
生
育
が

遅
く
な
る
の
で
、早
め
に
脇
芽
を
落
と
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　
枝
が
伸
び
て
き
た
ら
防
虫
ネ
ッ
ト
を
外
し
、

株
全
体
の
日
当
た
り
が
よ
く
な
る
よ
う
に
支

柱
を
3
本
立
て
ま
す
。特
に
パ
プ
リ
カ
な
ど
大

き
い
ピ
ー
マ
ン
の
場
合
は
重
さ
で
枝
が
折
れ
や

す
い
の
で
支
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。そ
の

頃
1
回
目
の
追
肥
を
し
ま
す
。マ
ル
チ
の
穴
か

ら
内
側
に
ば
ら
ま
く
だ
け
で
良
い
で
す
。

　
2
回
目
の
追
肥
は
収
穫
が
始
ま
る
頃
に
や

り
ま
す
。株
間
の
マ
ル
チ
に
穴
を
あ
け
て
肥
料

を
入
れ
る
と
楽
で
す
。そ
の
時
、混
ん
で
い
る

と
こ
ろ
の
小
さ
い
実
や
、内
側
に
伸
び
て
い
る

枝
も
切
り
取
っ
て
間
引
き
を
し
ま
す
。

　
そ
の
後
2
〜
3
週
間
ご
と
に
追
肥
を
や
り
、

な
り
疲
れ
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。マ
ル
チ
を

は
い
で
う
ね
の
肩
部
分
に
施
し
、土
寄
せ
を
す

る
の
が
理
想
で
す
。

　
生
育
中
水
切
れ
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。特
に
シ
シ
ト
ウ
な
ど
辛
く
な
ら
な

い
は
ず
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
類
が
た
ま
に
激
辛
に
な

る
の
は
、土
が
乾
燥
し
す
ぎ
た
ス
ト
レ
ス
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。雨
の
な
い
日
が
続
く

よ
う
な
ら
水
や
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
普
通
の
ピ
ー
マ
ン
は
開
花
か
ら
2
〜
3
週

間
で
収
穫
で
す
。シ
シ
ト
ウ
な
ど
の
ト
ウ
ガ
ラ

シ
類
も
2
週
間
で
す
。パ
プ
リ
カ
は
色
づ
か
せ

る
た
め
、2
カ
月
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。枝
が

弱
い
の
で
引
っ
張
っ
た
り
せ
ず
ハ
サ
ミ
で
切
り

取
っ
て
収
穫
し
ま
す
。パ
プ
リ
カ
は
全
部
の
実

に
色
を
付
け
よ
う
と
せ
ず
、色
を
付
け
た
い
も

の
を
決
め
た
ら
あ
と
は
青
い
う
ち
に
収
穫
す

る
と
長
く
楽
し
め
ま
す
。
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